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　あ らまし　情報連携要求を ，
「連携対象情報問を関係付 ける とい う目標 （ゴ
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1 は じめに

　 情報連携 サービ ス で は ，異 な る情報 シ ス テ ム の

情 報 を 連 携 して 利 用 で き る 仕組 み を 提 供 す る 必

要 が あ る．現 状 で は ，こ の よ うな 情報連携 サ
ー ビ

ス は 個別的 に構 築 さ れ て い る た め ，情報 シ ス テ ム

が 変更 され た り，新 た に 追加 さ れ る たび に そ の 都

度 ， 再 構築 す る必 要 が あ っ た り ， 情報連携 が 特定

の 組 織 の 中で 人 手 に よ る 運 用 で 実行 さ れ て い て

組 織 全体 で は利 用 で き て い な い な ど の 問題 が あ

っ た ．

　 筆 者 は，こ の よ うな 情 報 連 携 サ
ービ ス の 持 続 性

問題 を 解 決 す る た め に 持 続 的情 報 連携 サ ー ビ ス

分 析方法 論の 研 究を進 めて い る ［1】［2］［3］［4］．本研

究で は ， 異 な る組 織 や 社会 で 創造 ・蓄積 さ れ る 多

様 な 情 報 を 利 用 者が 柔軟 に 連 携 し て 活 用す る た

め に 持 続性 を 考 慮 し た情 報 連 携 サ ー ビ ス を 分析

す る方法論 を 確立 す る ．

　 こ れ ま で に
， 持続 的 情 報連 携サ

ービ ス 分析 方法

論 の ロ
ー

ドマ ッ プ［1］に従 っ て ，3 階層情 報連携 ア

ーキ テ クチ ャ ［2】，情報連携 コ ミ ュ ニ テ ィ 分析 手法

［3】，情報 連携 ア
ー

キ テ クチ ャ 分 析技 法［4］を 提 案

して き た ．本 稿 で は ，情 報連 携構 造 分析技 法を 提

案 す る ．
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　 以 下 で は ，2 節 で 情報連 携構 造分析 の 課題 と モ

デル 化 の 試 み に つ い て 説明 す る ．と く に ，情報連

携 活動 の 分 類，惰報連 携活動 モ デル ， 情報 連 携 に

関す る 障害 モ デル ，情 報連携 リス ク分析 ，情報連

携管理 プ ロ セ ス を提 案す る ，次い で 3 節で 情報連

携構造 分析 プ ロ セ ス を 提案す る ．4 節で は提案 し

た 情報連携 構造分析 法に つ い て ，有効 性，適 用 性，

限 界 を 考察 す る ．ま た ， 5 節で 情報 連携構造分析

の 関連研 究 に つ い て 述 べ る．最後に 6 節で ま とめ

と今後 の 課 題 に つ い て 述べ る ，

　2　情報連携構造分析の 課題 とモ デル化

　情報連 携 は手段 で あ り，情報連携 す るこ と の 目

的 が 必 要 で あ る ．こ の た め ， 情報 連携構造分 析で

は ，情報連携 の 目的 に 対 して 適 切 な 情報連携 活動

が 実現 で き る こ とを 分析 する 必要 が あ る．した が

っ て ，情 報連携活 動 をモ デル 化す る とともに ，情

報 連携 の 目的 に 対 し て 情 報連 携 活動 を 管理 す る

た め の 情 報連 携 の 変更 管 理を モ デ ル 化 す る 必 要

が あ る ．ま た ，情報連 携 目的 の達 成を 考 え る た め

に は ，逆 に ，ど の よ うな 場合 に情報連携 の 目的が

達 成 され な い か と い う情 報連 携 障 害 が 発 生 す る

し くみ を 明 確 に す る必 要 が あ る．

　 2．1情 報連携活動 の 分類

　 情報 連携 活動 を分類 す る観点 に は ，組織 と コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン があ る ．

　情報連 携組織 の 形 態 に は ，階層 構造組 織で 惰報

を 連携 す る 階層 型，線 形構造組 織で 情報 を 連 携す

る 線形 型 ， 星 座構造 （ネ ッ トワ
ー

ク）組 織で 情報

を 連 携す る 星 座 型 が あ る ．サ プラ イ チ ェ
ー

ン は線

形 型で ある ．星座構 造組織 に は 階層が な く，線形

型 の よ うな
一

連の 順 序 もな い ．こ の た め ，柔軟 な

情 報連 携 が で きる が情 報 連携 の
一

貰性 の 管 理 に

課 題が 残 る ．

　 情報連携 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 形態 に は ，連携

情 報を
一方 向で 伝達 する 線形型 ，相互 理 解に よ り

連 携情報 に つ い て合 意形 成す る収 束型，依頼者 と

提 供者 と の 相 互 理 解 を 含 む 情報 連 携 す る 協 調 型

が あ る ．　 協調 モ デ ル で は 合意 形成 し た 連 携 情報

に つ い て も対立が 発 生す る た め ，反 復 的な 合意形

成が 必 要 に な る．

　 こ の 議論 か ら，情報連携 活動を 表 1 の よ うに分

類 で きる ．

表 1 情報 連携活動 の 分類

国 蠶糶 灘
萋i慈 iiiiiii蕪i轄 議鍵 蕘攤 蘿鑼鱶繕羅繼購 灘 藩lii羹

膣欝 饑 鱗 iii線形 型 鯨 形構造sumTMrae 連携

iiiiiiiiiilii韓iii；嶷轗 蒙ii靉鱒i轗 轢 iiii鑓iii｝籤
　 　 　 　 　 　 線形 型　　連 携情報を

一方 向で伝 達

。ミ罍彎 、ン 繕糶靉鑾鱒謙講 鑞轗韃購
　 　 　 　 　 　 協調型　 ・依頼者と提供者との 梱互理解を含む惰報連携

　次 に ，組織 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 型 の 組 合せ

に よ っ て 情報 連 携 を 類 型 化す る と次 の よ うに な

る ．

  階層 線形型

　階層 組 織 で
一一

方的 に 情 報を 連携 す る ．

  階層 収束型

　 階層 組 織 の 上 下 間 で 情 報連 携 に つ い て 合意 形

成 す る ．

  階層 協調型

　 階層 組 織 の 上 下 間 で 情 報連 携 に つ い て 相 互 理

解 す る ．

  線 形線 形 型

　 線形 組織 で
一

方的 に 情 報を 連携 す る．

  線形収束 型

　 線形 組 織 の 前 後 間 で 情 報連 携 に つ い て 合 意形

成 す る ，

  線形協 調型

　 線形 組 織 の 前 後 問 で 情 報連 携 に つ い て 相 互理

解 す る ．

  星座線形 型

　 星座組織 で
一

方的 に 情報を 連携 す る ．

  星 座収束 型

　 星座 組 織 で 相 互 に 情報 連携 に つ い て 合 意 形 成

す る．

  星 座 協調 型

　 星 座組織 で 情報連 携に つ い て相 互 理 解 す る．

　2、2 情報 連 携活 動 モ デ ル

　こ れ ま で の 議論 か ら ， 情報 連携活動 に は ， 情 報

連携の 依頼 者 と遂行 者が 必要 で あ る．依 頼者 は 情

報連携 の 意 図に 基づ い て ，連携対象 とな る情報 の

内部表現 と し て の 連 携情報を 生成 す る ．生成 さ れ

た 連携情報 を 遂行者 に 伝達す る た め に は ，連携 情

報を 伝達可 能な 形式 で 表現 す る必 要が ある ．表現

され た 連 携情報が 遂 行者 に伝達 さ れ る と ， 遂行者

一26 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Electronics, Information, and Communication Engineers

NII-Electronic Library Service

工nstitute 　 of 　 Eleotronios ，工 nformation ，　 and 　 Co   unioation 　 Engineers

が 表現 内容 を 識 別 し て 遂行 者 の 連 携 情報 を生 成

す る ．こ の 連携情 報か ら意 図 を理 解 する ． こ の 意

図 に 基づ い て 遂 行者 が 情報連 携行 動 を遂 行 す る．

以上 を まとめ る と，図 1 の よ うに な る．

ク と し て 連携情 報 の 理 解 ，内部 連 携 情 報 の 生 成 ，

連携行 動 の 遂 行 を タ ス ク で 記述 した ．ま た こ れ ら

の タス クで 必 要 に な る 連 携情 報 を リ ソ
ー

ス で 記

述 した ．

情報運媾の 依頼者 情報連擁の 遂行者

惜報 連携 依 頼へ の対応 行動

図 1　情報 連携活 動 モ デ ル

　図 1 の 情報連携 活動モ デル に 基づ い て ， 依頼者

と遂 行者 か ら な る情報連携活動を i＊ フ レ
ー

ム ワ

ー
ク［6］［7］を 用 い て ゴール モ デ ル で 表 現す る と，

図 2 の よ うに なる ．こ の 図 で は ，依頼者 が遂行者

に 対 し て情 報連 携行動 の 遂行 を 期 待す る こ と と，

遂 行者 が 依 頼 者 に 対 し て 情 報 連携 依頼 を 期 待 す

る こ とを タス ク と して 記述 して い る．ま た連携情

報 の 表現 が 遂 行者 か ら依頼 者 に 対 し て 要 求 さ れ

て い る こ と を 遂 行者 か ら依 頼 者 へ の リソ ース と

し て 記述 し て い る ．

図 2i ＊フ レーム ワーク に よ る 情 報 連 携 活 動 モ デ ル

　依 頼 者 の 内部 ゴ
ー

ル と し て 連携 行動 の 遂 行 を

依頼 す る こ とを ゴ ール で 記述 し，下位 の タス クと

し て 連 携情 報 の 生成 とそ の 表 現 の 作成 を 記 述 し

た ．また こ れ ら の タ ス ク で 必 要 に な る 連 携情報 を

リソ ース で 記述 し た ．

　遂 行 者 の 内部 ゴ ー
ル と して 依頼 さ れ た 連 携行

動 を遂 行 す る こ とを ゴー
ル で記 述 し，下位 の タ ス

　 2．3 情報連携 障害 の 発生 モ デ ル

　情報連 携 の 障害 原 因に は ，  当事 者間 に 連携 情

報 が な い こ と と，  当事者 間が 情 報連携 で 対 立す
る こ とが 考 え られ る．

　当事者 間 に 連携 情報が な い こ とに対 して は ，情

報連携 で き る ま で ，繰 り返 し情報 を 伝達 す る必 要

が あ る ．

　当事 者 間 が 情報 連 携 で 対 立 す る こ と に 対 して

は ，　 対 立 点 を 識 別 し，解消 す る必 要 が あ る ．情

報連携活 動モ デル に 基づ い て 考 え る と，対立 は 次

の 3 種類 に な る ．

　a ）連携 情報 の 理 解が 対 立

　 b）連携 情報 の 表 現 が 対 立

　 C）連携 情報 の 期 待行 動 が 対立

　 ま た ， 対立 原 因が 発生 す る組織 は ，依頼者 か 遂

行者 の い ずれ か で あ る．

　 したが っ て，情報連 携障害 の発 生モ デ ル は次 の

よ うに な る （図 3），

情 報連携の意函 理 解が対立 丶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

図 3　情報 連携障害 の 発 生 モ デ ル

　依 頼 者側 で 連 携 情 報 に つ い て の 表 現 で 対 立 が

発生 す る ．こ の た め 遂行者 側で ，依頼 者 か ら の 対

立 す る 表 現 に 基づ い て ，対立す る 行動 が 発生 す る．

す な わ ち ， 対 立 す る表 現に基 づ い て連 携情報 の 意

図理 解 で 対立 が 発 生 す る こ とか ら，情 報連携行 動

の 対立 が発生す る ．

　ま た ，情報連携 の 表現 は 対立 し て い な い が ，連

携 情 報 が 依 頼 者 か ら遂 行 者 に 適 切に 伝 達 で き な

い ために ，遂 行す べ き連携情報行動 がで きない と

い う対 立が発生す る ．
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　遂行者 側で は ，依頼者 か らの 連携 情報の 表現 が

適切 で あ っ て も ，表現 か ら連携情報 を 適切 に認 識

で き な い 場合や 連 携情報 か ら，そ の 意図を 適切 に

理 解 で き な い と い う対 立 が 発 生 す る 可 能性 が あ

る．こ の た め ， 適 切 な 情報連 携行動 が で き な い と

い う対 立 が 発生 す る．さ ら に ，適切 に 連携情報 を 認

識 し て 意図 も 理 解 で き て い る に も か か わ ら ず，情報連

携行動 を適切 に 遂行 で きな い と い う対立 が 発生す る 可

能性 が あ る，

　2．4 情報連携 リ ス ク 分析

　情報連 携障 害を 予 防 す る た め に は ，情報連携 障

害の 原 因 とな る対 立 を 識別 して ，そ の 発 生 を緩 和

す る対策 を 準備 す る必要 が あ る ．

　情 報連 携 障害 の 発 生 モ デル に 基 づ い て 情 報 連

携 の 対立 に 対処 す るた め に ，以 下 の 点 に 留意 して

情報連携 を 形 成 す る必 要 が あ る ．

　 a ）連携 情報 の 作 成契機 の 明確化 ・伝達 確認

　 b）連携 情報 の 理 解を 当事 者間で 統
一 ・確認

　 c ）連 携 情報 の 表 現を 当事 者間で 統
一 ・確認

　 d）連携 情報 の 期 待行動 を 当事者 間で 統
一 ・確 認

　 また ，形成 され た情報 連携活動 の リス ク分析 が

必 要 に な る．こ の と き ，次の よ うな 情報連携 リス

ク分析表 を 利用 す る こ とが で き る．こ の 分析表 で

は情 報 連 携 リ ス ク を 情 報連 携 障 害 の 発 生 モ デ ル

に 基 づ い て
， 連 携 情報 欠落 ， 意 図逸 脱 ， 表現 逸脱 ，

行動逸 脱 に分類 した ．こ れ ら の リ ス クは ，前述 し

た情報連 携形成上 の 留意点 a）b）c ）d） に そ れ ぞ れ

対応 して い る ．

表 2　情報連携 リ ス ク分析表

驪 圉 ・

灘 鱒 攤 蕪 钁ii；羹ii羹i簾 靉；萋i蕘
鱒 警讐 誓範馳 き乱゚e’de戦 雪費婁ll／！t／／，，・／，，／ttrglき1！t／’

　 意 園逸 脱

iiiii論 灘 iiii薫 iiiiil嚢iii羅i麗i…

　 行動逸脱

iii纛奨ii蕘i爨 ii；iii羹盤iii、；：iiiiiiliii蕘i
触 ／t野喚 嵶 轡難 t／側’ttttt／：／／｝｝／t’lt ／い／／靴髯鬢齶tt

iiii　，i灘iiiii…iiiiiiiii妻ii鏃 iiiiili幾iii

　 2．5 情報 連 携管 理 プ ロ セ ス

　情報連 携管理 プ ロ セ ス に は ，準備，実施 ，確 認

の 3 段 階が ある ．

　準備段 階で は ，情報 連携 目標 ，方針 ，内容，プ

ロ セ ス を 定義 する と とも に ， 情報連 携体制 を構 築

す る ．

　実施段 階 で は ，情報 連携対象 の 識別 し，情報 連

携判 断 （効果分 析 ， リ ス ク分析 ）す る と と も に ，

情報 連携 （合意 形成 ，管 理 ，運用 ） を 監視 す る ．

　確 認段 階 で は ，情 報 連携 を実 施 した 結果 を 記

録 ・確認 す る と と も に ，説明 責任 を 遂行 で き る こ

とを 確認 す る ．

　3 情 報連 携構 造 分 析 法

　上述 し た こ とを ま とめ る と，情 報連携構造分 析

プ ロ セ ス を，次 の 4 段 階か らな る 反復的な プ ロ セ

ス と して 整理 で き る （図 4），

　情報 連 携の 日的 と対 象 の 抽 出

　情報 連携構造 の 分 析

　情報 連携体制 の 定義

　情報 連携構造 の 確認
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図 4 情報連携構 造分析 プ ロ セ ス
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　　3．1 情報連 携の 目的 と対象の 抽出

　図 2 で 示 し た よ うに ，情 報連携 に は 依頼者 と遂 行

者が い る ．こ の よ うな 情報 連 携 に つ い て の 対象 と し

て の ア ク ター （関係 者）を識 別す る必要 が ある ．な

お ， 図 2 で は
一

般 化 して 「情報 連 携 行 動 の 遂 行 を 依

頼す る」 と した が ，情報連 携の 目的 を 具体化 す る 必

要が ある ．

　 3．2 情報連 携構造 の 分析

　情報 連携構造 の 分析 で は ， 抽 出 した 情報連携 対

象 感 に つ い て ，ゴー
ル 図を 用い て 有効性を 確認 す

る と と もに ，リス ク分析 表を用 い て 情報連携 の 逸

脱 に 着 目 して リ ス クを分析 する ．識 別 した リ ス ク

に つ い て 影響 度 を 考 慮 し て 必 要 な 対 策 を 検 討 す

る こ と に よ り，情報連携 構造の 脆 弱性 に 対処 す る．

　 3，3 情報 連 携体制 の 定義

　情 報 連 携体 制 の 定 義 で は ，i＊ フ レーム ワ
ー

ク の

ア ク タ 問の 関係 に 基 づ い て 情 報 連携 の 対 象 ア ク

タの 組織 構造 を定 義す る． こ の とき ，組織構造 と

し て ，階層 型 ，線 形 型 ，星 座 型 の い ずれ か を選 択

す る ．ま た ，コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 構造 に つ い て も，

線形 型，収束型 ，協 調型 の い ずれ か を選択 す る ．
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　 さ ら に ，情 報連 携体 制の 管理 形態 に は ，水 平型，

統括型 ， 支援 型が考 え られ る．水 平 型 で は ， 当 事

者 間で情 報連携 を 継続的 に実施 す る ．統括型 で は ，

上級 組 織 が 当事 者 間の 情報 連 携 の 継 続 的 な実 施

を統括 す る．支 援型で は ， 第三 者 が当事者 間 の 情

報連携の 継 続的 な 実施を 支援 す る ．情 報連携体 制

の 管理 で は ，前 述 し た組織構 造 と コ ミ ュ ニ ケ ーシ

ョ ン構造 に 基づ い て ， 責任 分担規 則 を 明 確化 す る ．

　 3．4 情報連携 構造 の 確認

　情報連携 構造 の 評 価で は，情報連携 の 目的 に 短

し て 定 義 さ れ た 情報 連 携構 造 の 妥 当 性 を 確 認 す

る．こ の と き ，情報連 携対象 の 不足 が 発見 され た

場合 に は ，必要 な 情報連携対 象を識別 する こ と に

よ り情報 連携構造 分析 プ ロ セ ス を 反復す る ．

　5 関連研 究

　 5，1 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン モ デル

　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に は 目的を 持つ 場 合 と そ

う で な い 場合 が あ る［5］．本提案 で は ，情報 連 携 を

目 的 とす る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 対象 と し て モ

デル 化 した．

　線 形型，収 束型 ，協調 型 と い う コ ミ ュ ニ ケ ーシ

ョ ン の 3 分類 に つ い て も文 献［5］を 参考 に した ．

　5．2 ゴール 指向手法

　本提案 で は ，ゴ ー
ル 指 向要 求工 学 の i＊ フ レ

ー
ム

ワ
ー

ク を 用 い て 情 報 連 携構 造 を 分 析 で き る こ と

を 示 した ．筆者 らは i＊ フ レ ーム ワ
ークを拡 張 した

ア ク タ 関 係分析法を 提 案 し て い る［8］［9］［10］．ア ク

タ 関係 分 析法 を 用 い て 本稿 で 提 案 し た 情 報連 携

活動 を分 析で きる こ とは 明 らか で ある ．

4 考察

　4 ．1 有効 性

　組 織構 造 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 構造 を明確 に

し て い る の で ，情 報連携構造 を こ の 2 つ の 観点 か

ら分析 で きる よ うに な っ て い る ．

　情報連携 活動モ デル を 定式化 した こ と で ， 情報

連携 の プ ロ セ ス と障 害発 生 を モ デ ル 化 す る こ と

がで きた．

　 したが っ て ，本提案 で は ， 情報連携 障害 を 分析

す る上 で の 指 針だ けで な く，リ ス クへ の 事 前対策
の 指針 も提供 して い る ．

　 4、2 適 用 性

　 本提案 で は ，情報連携 に つ い て ，依頼者 と 遂行

者 とそ の 関係 だ け に 着 目 し て 定 式 化 を進 め た の

で ，これ以 外 に は特別 な 前提 を置 い て い な い ，こ

の た め ，こ の 条件 を 満 た す 情 報 連 携活動 に 対 し て ，

共通 的に 適 用 可能 な
一

般 モ デ ル を 提供 し て い る ．

　 逆 に ，依頼 者がい な い 情報連携 や ，遂行 者が い

な い 情報連携 は 考 え ら れ な い こ とか ら ， 本 稿の 情

報 連 携活動モ デル は，任意の 2 者 間情報連 携活動

の モ デ ル に な っ て い る と考 え られ る ．多者 間の 情

報 連携活動 が こ の よ うな 2 者 問情 報連携活 動に 分

解 可能で あれ ば，本稿 の 情報連携 活動モ デ ル が 適

用 で きる ．しか し，
一

般 に は 多者 間情報連 携 も考

え られ る の で ，今後検討 して い く必 要 が あ る．

　 4．3 限界

　実 際の 情報 連携事例 に適用 し て い な い た め，具

体 的 な有 効 性や 適 用上 の 課 題 が 明 らか に な っ て

い な い ．な お適 用 性の 考察 で も言及 した が，2 者

聞 情 報連 携 活動 しか 本 稿 で は モ デ ル 化 し て い な

い ため，多者間情報連携 活動 に つ い て モ デ ル を拡

張 す る必要が あ る ．

　 5．3　情 報連携 サ
ー

ビス 分析 方法論

　 以 下 で は ，情 報連携搆 造分析法 と情報連携 サ
ー

ビ ス 分析 方法論 の 構 成 要素 で あ る 3 階層情報連 携

ア
ー

キ テ クチ ャ ［2】，情報連携 コ ミ ュ ニ テ ィ 分析 手

法［3］，情 報連 携 ア
ー

キ テ クチ ャ 分析技 法 ［4］との

関 係 に つ い て 述べ る ，

（1）3 階層 情報連 携 ア
ー

キ テ クチ ャ と の 関係

　3 階層 情報連携 ア
ー

キ テ ク チ ャ ［2］は 情 報連 携 ア

ク タ ， 情報 連 携 基 盤 ， 連 携対象情 報か らな る．ま

た 情報連携条 件を ，当事者 間に 情報連 携関係 が存

在す る こ と と し て定義 した ．しか し 2 者間 の情報

連 携活動 に つ い て は モ デル 化 し て い なか っ た ．一

方 ， 本 研 究で は 情報 連携基盤 と の 関係 に つ い て は

議 論 し て い ない ．

（2）情報連携 コ ミ ュ ニ テ ィ 分析技法 との 関係

　情報連携 コ ミ ュ ニ テ ィ 分析技 法［3］で は ，情報連

携 の 対 話 構 造 と情 報 連 携 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 構

造 を 明 ら か に した ．しか し，情報連携 障害 の モ デ

ル や 情報 連携 リ ス ク分 析 に は 触 れ て い な か っ た ．

（3）情 報 連 携 ア
ー

キ テ ク チ ャ 分析技 法 と の 関係

　 情報連携 ア ーキ テ ク チ ャ 分析 技法で は ，情報連

携 シ ス テ ム の ア ーキ テ クチ ャ に つ い て 考 察 した ．

しか し ， 本 研 究 で議 論 した よ うな 組 織面 で の 情報

連 携 活動 に つ い て は モ デル 化 し て い な い ．

　 6 　ま とめ

　 本稿で は ，情報連携構 造分析法 と し て ，情報連

携 ゴ ー
ル 分析 ， 情報連 携 活動分析 ，情報 連携管理

に つ い て 述べ た ．ま た情 報連携活 動の 分類 ，情報

連携 管理方式 の 分類，情報連 携故障モ デル を明 ら

か に した ．な お ，本 稿で は情 報連携活動 を 組織面

か ら考察 して い る．しか し提 案内容 は組 織面 に 限
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定 され る も の で は な く，情報 シ ス テ ム に も適 用 で

き る と考 え て い る ．た と え ば ，依 頼側や 遂行側 の

組 織 内の 連携情報 を ， 連携す る情 報 シス テ ム 内部

に 蓄積 さ れ て い る連 携 対 象情 報 だ と と ら え る こ

と が で き る ．今後 ，本 提案モ デ ル を 情報 シ ス テム

に 関す る 情報連携 に 拡張す る 予定 で あ る，

　 ロ
ー ドマ ッ プ［1］で 提示 し た 情報 連 携サ ー ビ ス

分析方法 論 は ，   3 階層情報連携 ア ー
キ テ クチ ャ

［2］，   情報 連携 コ ミ ュ ニ テ ィ 分析 千法 【3］，  情

報連携 ア ーキテ クチ ャ 分析 技法 ［4］，  情報連携 構

造分 析技法 （本 提案），  情報 連携 メ トリ クス か ら

構 成 さ れ る ．

　 今後 は 本 稿 で 提案 し た 情報 連 携構 造 分析 法 の

課 題 を 解決 す る と と も に ，   の 研 究を 進 め て い く

予定 で あ る ．また ，大 学等 の 情 報環境を 対象 と し

て提案 した方 法論 の 有効性 を評価 ・確認 する こ と

を計 画 し て い る ．
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